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次
の

―
線
部
の
読
み
が
な
を
書
き
な
さ
い
。

□
(1)

ご
飯
を

山
盛
り
に
よ
そ
う
。

□
(2)

朝
か
ら

頭
痛
が
す
る
。

□
(3)

皇
族
の
お
写
真
。

□
(4)

弟
の
誕た
ん

生じ
ょ
う

を

盛
大
に
祝
う
。

□
(5)

疑
問
に
思
う
こ
と
が
あ
る
。

□
(6)

足
を
ひ
ね
っ
て

痛
め
る
。

□
(7)

容
疑
が
晴
れ
る
。

□
(8)

皇
子
が
生
ま
れ
る
。

⎣――⎡　
　
　
⎦――⎤

⎣――⎡　
　
　
⎦――⎤

⎣――⎡　
　
　
⎦――⎤

き
わ
め
て
さ
か
ん
な
こ
と

⎣――⎡　
　
　
⎦――⎤

⎣――⎡　
　
　
⎦――⎤⎣――⎡　

　
　
⎦――⎤

⎣――⎡　
　
　
⎦――⎤

⎣――⎡　
　
　
⎦――⎤

天
皇
の
子
で
、
男
子

疑痛

疑
念

疑
問

半
信
半
疑

疑
問
に
思
う
こ
と
が
あ
る
。

頭
痛

悲
痛

痛
感

朝
か
ら
頭
痛
が
す
る
。

痛12
【

】
ツ
ウ

い
た
―
い

い
た
―
む

い
た
―
め
る

疒 疑14
【

】
ギ

疋

う
た
が
―
う

はねる

とめるはねるとめる

中
が
か
ら
の
手て

桶お
け

と
、
寝し

ん

台だ
い

に
横
た
わ
る

人
で
、痛
み
が
全
身
に
走
る
こ
と
を
表
す
。

ふ
り
返
る
人
と
子
供
と
、「
止
」
で
、

心
が
決
ま
ら
な
い
こ
と
を
表
す
。

皇盛

天
皇の
う

皇
族

法
皇

皇
族
の
お
写
真
。

山
盛
り

盛
り
土

盛せ
い

大

ご
飯
を
山
盛
り
に
よ
そ
う
。

皇9
【

】
コ
ウ
・
オ
ウ

白盛11
【

】
（
セ
イ
）

（
ジ
ョ
ウ
）

皿

も
―
る

（
さ
か
―
る
）

（
さ
か
―
ん
）

つける

長く

は
ね
る

だす

ほ
こ
で
た
た
く
こ
と
を
表
す
成
と
、
皿

で
、料
理
を
山
盛
り
に
す
る
こ
と
を
表
す
。

鼻
と
王
を
表
す
斧お
の

で
、「
最
初
の
王
」

を
表
す
。

漢
字

【
部
首
】

画
数

読
み

練

習

筆　
　

順

字
の
成
り
立
ち

熟
語
と
使
い
方

で
き
た
数
▼

  

　
　
　
問

疑
・
痛
・
皇
・
盛

学
習
日

　
　
月

　
　
日

漢
字
の
練
習

1

第

回
4

た
わ表す

と
子いこ

痛痛痛痛痛

疑

痛痛痛痛痛
とめる
痛

鼻を
表

Sa
mp
le

mp
lle

mmm
SaSaSaSaa

e
a
ppp
疑疑疑疑疑疑

plepleplppleplplp eeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeempmpmmpmpmpmpmmpppppppppppppppppppppppppppppppppppppppppp
疑

pl
める ll

中
が
か
ら
の
手

中
が
か
ら
の
手て

桶桶お
け

と
、
寝

と
し
ん

台

人
で
、痛
み
が
全
身
に
走
る
こ

痛
み
が
全
身
に
走

ふ
り
返

ふ
り
返

心
が
決
ま

心
が
決

Sa
mp
le

表
す
斧
す
斧お
の
お
の

でで
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次
の

―
線
部
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。
必
要
な
ら
ば
、
送
り
が
な
も
ひ
ら

が
な
で
正
し
く
送
り
な
さ
い
。

(1)(2)(3)(4)(5)(6)(7)

□
(1)

ツ
ウ
カ
イ
な
気
持
ち
に
な
る
。

□
(2)

犯
人
と

う
た
が
わ
れ
る
。

□
(3)

明
日
は

テ
ン
ノ
ウ
誕
生
日
だ
。

□
(4)

焼
き
そ
ば
を
皿
に

も
る
。

□
(5)

母
の
小こ

言ご
と

に
耳
が

い
た
い
。

□
(6)

コ
ウ
タ
イ
シ
殿で
ん

下か

の
ご
成せ
い

婚こ
ん

。

□
(7)

兄
の
言
葉
に

ギ
ネ
ン
を
も
つ
。

胸む
ね

が
す
っ
と
し
て
、
非
常
に
ゆ
か
い
な
こ
と

(8)(9)(10)(11)(12)(13)(14)(15)(16)

□
(8)

ホ
ウ
オ
ウ
が
政
治
を
行
う
。

□
(9)

練
習
が

ク
ツ
ウ
だ
。

□
(10)

シ
ツ
ギ
オ
ウ
ト
ウ
を
行
う
。

□
(11)

勢
い
を

も
り
返
す
。

□
(12)

ハ
ン
シ
ン
ハ
ン
ギ
の
状
態
だ
。

□
(13)

コ
ウ
シ
ツ
御ご

用よ
う

達た
し

の
品
物
。

□
(14)

ヒ
ツ
ウ
な
声
で
泣
く
。

□
(15)

ギ
シ
ン
暗あ
ん

鬼き

に
お
ち
い
る
。

□
(16)

い
た
ま
し
い
事
故
が
起
こ
る
。

位
を
ゆ
ず
っ
た
の
ち
に
仏
門
に
入
っ
た
て
ん
の
う

で
き
た
数
▼

  

　
　
　
問

疑
・
痛
・
皇
・
盛

学
習
日

　
　
月

　
　
日

漢
字
の
練
習

2

第

回
4

送
り
が
な
も
ひ
ら

□

ン

ツ
で
泣

鬼
に
お

Sa
mp
le

mp
epplmpmmmm

SaS
□□
((12)

□□
((131 )

コ
ウ
コ

□
((14)

ヒ
ツ
ウ

ヒ
ツ
ウ
な
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次
の

―
線
部
の
読
み
が
な
を
書
き
な
さ
い
。

□
(1)

き
れ
い
な

砂
時
計
を
買
う
。

□
(2)

私
の
母
は

看
護
師
で
す
。

□
(3)

盟
主
と
し
て
あ
お
ぐ
。

□
(4)

磁
針
が
北
を
指
す
。

□
(5)

近
く
の
川
で

砂
金
が
と
れ
る
。

□
(6)

つ
き
っ
き
り
で

看
病
す
る
。

□
(7)

国
際
連
合
の

加
盟
国
。

□
(8)

磁
石
の
性
質
を
調
べ
る
。

⎣――⎡　
　
　
　
　
⎦――⎤

⎣――⎡　
　
　
　
　
⎦――⎤

仲
間
う
ち
で
中
心
と
な
る
人
や
国

⎣――⎡　
　
　
⎦――⎤

⎣――⎡　
　
　
⎦――⎤

⎣――⎡　
　
　
⎦――⎤

⎣――⎡　
　
　
　
⎦――⎤

⎣――⎡　
　
　
⎦――⎤

⎣――⎡　
　
　
⎦――⎤

盟看

加
盟

連
盟

盟
主

国
際
連
合
の
加
盟
国
。

看
病

看
護
師

看
過

私わ
た
し

の
母
は
看
護
師
で
す
。

盟13
【

】
メ
イ

皿看9
【

】
カ
ン

目

だす

は
ね
る

長
く

はらう

目
の
上
に
手
を
か
ざ
し
て
い
る
様
子
か

ら
、
も
の
を
よ
く
見
る
こ
と
を
表
す
。

窓ま
ど

と
月
と
血
を
入
れ
た
皿
と
で
、
神
の

前
で
約
束
す
る
こ
と
を
表
す
。

砂磁

砂
時
計

砂
金

砂
鉄

近
く
の
川
で
砂
金
が
と
れ
る
。

磁
石

磁
針し
ん

磁
器

磁
石
の
性
質
を
調
べ
る
。

砂9
【

】
サ
・（
シ
ャ
）

す
な

磁14
【

】
ジ

は
ね
る

はらう

は
ら
う

とめる

草
と
細
い
糸
で
、増
え
る
こ
と
を
表
す
。

石
が
つ
い
て
、
引
き
寄
せ
る
石
、
つ
ま

り
磁
石
を
表
す
。

小
さ
な
も
の
を
表
す
少
と
石
で
、
砂
つ

ぶ
を
表
す
。

漢
字

【
部
首
】

画
数

読
み

練

習

筆　
　

順

字
の
成
り
立
ち

熟
語
と
使
い
方

で
き
た
数
▼

  

　
　
　
問

盟
・
看
・
砂
・
磁

学
習
日

　
　
月

　
　
日

漢
字
の
練
習

3

第

回
4

様
子す

。

を
入こ

と

看看
らう

小
さ

ぶ
を

Sa
mp
le

mp
llee

a
pmpp
盟盟盟盟盟盟

mp
lepleplppleplplp eeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeepl

盟

pl
す lllll

目
の
上
に
手
を
か
ざ
し
て

目
の
上
に
手
を
か
ざ

ら
、
も
の
を
よ
く
見
る
こ
と

の
を
よ
く
見
る

窓窓ま
ど
ま

と
月
と
月

前
で
約
束

前
で
約

S
を
表
す
少

を
表
す
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次
の

―
線
部
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。
必
要
な
ら
ば
、
送
り
が
な
も
ひ
ら

が
な
で
正
し
く
送
り
な
さ
い
。

(1)(2)(3)(4)(5)(6)(7)

□
(1)

ジ
キ
を
帯
び
た
物
質
。

□
(2)

公
園
の

す
な
ば
で
遊
ぶ
。

□
(3)

店
の

カ
ン
バ
ン
を
新
調
す
る
。

□
(4)

国
際
機
構
に

カ
メ
イ
す
る
。

□
(5)

江え

戸ど

時
代
の

ジ
キ
の
う
つ
わ
。

□
(6)

刑け
い

務む

所し
ょ

の

カ
ン
シ
ュ
。

□
(7)

サ
テ
ツ
も
金
属
の
一
つ
だ
。

鉄
を
ひ
き
つ
け
た
り
、
南
北
を
指
し
た
り
す
る
性
質

焼
き
物
の
種
類
の
一
つ

(8)(9)(10)(11)(12)(13)(14)(15)(16)

□
(8)

祖
母
を

カ
ン
ビ
ョ
ウ
す
る
。

□
(9)

外
国
と

ド
ウ
メ
イ
を
結
ぶ
。

□
(10)

カ
ン
カ
で
き
な
い
事
態
だ
。

□
(11)

デ
ン
ジ
ハ
が
伝
わ
る
。

□
(12)

す
な
を
か
む
よ
う
な
思
い
。

□
(13)

手
厚
い

カ
ン
ゴ
を
受
け
る
。

□
(14)

ボ
ウ
サ
の
た
め
の
松
林
。

□
(15)

国
際

レ
ン
メ
イ
を
結
成
す
る
。

□
(16)

美
し
い

セ
イ
ジ
の
つ
ぼ
。

大
目
に
見
て
見
の
が
す
こ
と

土
や
す
な
が
く
ず
れ
る
の
を
ふ
せ
ぐ
こ
と

あ
お
緑
色
に
発
色
す
る
焼
き
物
の
一
種

で
き
た
数
▼

  

　
　
　
問

盟
・
看
・
砂
・
磁

学
習
日

　
　
月

　
　
日

漢
字
の
練
習

4

第

回
4

送
り
が
な
も
ひ
ら

□

な
カ
ン

め
の

メ
イ

ふ
せ

Sa
mp
le

mp
epplmpmmmm

Sa
□□
((12)

□□
((131 )

手
厚
い

手
厚

□
((14)

ボ
ウ
サ

ボ
ウ
サ
の

土
や
す
な
が
く
ず

や
す
な
が
く
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□
問
一

次
の
(1)
〜
(5)
の
各
組
の
二
つ
の
熟
語
が
よ
く
似
た
意
味
に
な
る
よ
う
に
、

□
に
あ
て
は
ま
る
言
葉
を
後
か
ら
選
び
、
漢
字
に
直
し
て
答
え
な
さ
い
。

本
名　
　

□
名

改
正　
　

□
正

原
料　
　

□
料

故
国　
　

□
国

活
発　
　

□
活

(1)(3)(5)

(2)(4)

カ
イ　
　

ザ
イ　
　

シ
ュ
ウ　
　

ジ
ツ　
　

ソ

□
問
二

次
の
(1)
〜
(5)
の
各
組
の
左
側
の
文
の
□
□
に
は
、
右
側
の
文
中
に
あ
る
い

ず
れ
か
の
熟
語
と
よ
く
似
た
意
味
の
言
葉
が
あ
て
は
ま
り
ま
す
。
例
に
な

ら
っ
て
、
漢
字
二
字
で
答
え
な
さ
い
。

先
生
の
呼
び
か
け
に
元
気
よ
く
返
事
を
し
た
。　

　
　
　

答

応
答

い
く
ら
声
を
か
け
て
も
□
□
が
な
い
。

例

失
敗
を
し
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。

火
の
□
□
を
呼
び
か
け
る
。

(1)

地
球
の
未
来
の
こ
と
を
想
像
す
る
。

私わ
た
し

は
、
□
□
医
者
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

(2)

台
所
で
食
事
の
用
意
を
す
る
。

泳
ぐ
前
に
□
□
運
動
を
す
る
。

(3)

両
親
の
意
見
に
は
同
意
で
き
な
か
っ
た
。

□
□
票
が
反
対
票
を
上
回
っ
た
。

(4)

食
品
の
安
全
を
確
保
す
る
。

旅
行
か
ら
□
□
に
帰
宅
す
る
。

(5)

□
問
三

次
の
(1)
〜
(5)
の
各
組
の
二
つ
の
熟
語
が
反
対
の
意
味
に
な
る
よ
う
に
、
□

に
あ
て
は
ま
る
言
葉
を
後
か
ら
選
び
、
漢
字
に
直
し
て
答
え
な
さ
い
。

不
潔　
　

□
潔

合
唱　
　

□
唱

洋
式　
　

□
式

本
業　
　

□
業

私し

用よ
う　

　

□
用

(1)(3)(5)

(2)(4)

コ
ウ　
　

セ
イ　
　

ド
ク　
　

フ
ク　
　

ワ

□
問
四

次
の
(1)
〜
(3)
の
各
組
を
、
例
に
な
ら
っ
て
、
ア
の

線
部
の
熟
語
を
漢
字

に
直
し
、イ
の
□
□
に
は
そ
の
熟
語
の
対
義
語
を
漢
字
二
字
で
答
え
な
さ
い
。

ア

手
紙
の
ケ
イ
シ
キ
は
意
外
と
覚
え
に
く
い
。　
　

答

ア

形
式

イ

話
し
合
い
の
□
□
を
ま
と
め
る
。　
　
　
　
　
　
　
　

イ

内
容

例

ア

写
真
撮さ
つ

影え
い

を
キ
ョ
カ
す
る
。

イ

ス
マ
ホ
の
使
用
を
□
□
す
る
。

(1)

ア

イ

ア

故こ

障し
ょ
う

の
ゲ
ン
イ
ン
を
調
べ
る
。

イ

最
悪
の
□
□
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

(2)

ア

イ

ア

む
だ
な
シ
シ
ュ
ツ
を
お
さ
え
る
。

イ

安
定
し
た
□
□
を
望
む
。

(3)

ア

イ

で
き
た
数
▼

  

　
　
　
問

類
義
語
・
対
義
語

学
習
日

　
　
月

　
　
日

言
語
事
項

1

第

回
4

答
え
な
さ
い
。

□
国

□

ソ

の
文ま

す

応

次
のし

、
手話

し
撮さ

影の
使

イ
ン

□
に
な

ア Sa
mp
le

mp
e

m
に
あ
る
い
る
い

例
に
な

□
問
四

に

イ

m例
アア

写

イイ

ス

(1)(1)

Saアア

故故ここ
しし

(2)2)

S
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□
問
一

次
の
(1)
〜
(10)
の
各
組
の
二
つ
の
熟
語
が
よ
く
似
た
意
味
に
な
る
よ
う
に
、

□
に
あ
て
は
ま
る
言
葉
を
後
か
ら
選
び
、
漢
字
に
直
し
て
答
え
な
さ
い
。

平
易　
　

□
易

経
験　
　

□
験

持
続　
　

□
続

改
良　
　

改
□

辞
任　
　

辞
□

陽
気　
　

明
□

情
勢　
　

□
態

目
的　
　

目
□

効
用　
　

効
□

質
問　
　

質
□

(1)(3)(5)

(2)(4)

(7)(9)

(6)(8)(10)

ギ　
　
　

ジ
ョ
ウ　
　

シ
ョ
ク　
　

ゼ
ン　
　

ソ
ン

タ
イ　
　

ノ
ウ　
　
　

ヒ
ョ
ウ　
　

ロ
ウ　
　

ヨ
ウ

□
問
二

次
の
(1)
・
(2)
の
各
組
を
、
例
に
な
ら
っ
て
、
ア
の

線
部
の
熟
語
を
漢

字
に
直
し
、
イ
の
□
□
に
は
そ
の
熟
語
と
よ
く
似
た
意
味
の
言
葉
を
漢
字
二

字
で
答
え
な
さ
い
。

ア

元
気
よ
く
ヘ
ン
ジ
す
る
。　
　
　
　
　
　
　

答

ア

返
事

イ

い
く
ら
声
を
か
け
て
も
□
□
が
な
い
。　
　
　
　

イ

応
答

例

ア

イ

ア

別
の
ホ
ウ
ホ
ウ
を
考
え
る
。

イ

交
通
□
□
を
決
め
る
。

(1)

□
問
三

次
の
(1)
〜
(8)
の
各
組
の
二
つ
の
熟
語
が
反
対
の
意
味
に
な
る
よ
う
に
、
□

に
あ
て
は
ま
る
言
葉
を
後
か
ら
選
び
、
漢
字
に
直
し
て
答
え
な
さ
い
。

欠
点　
　

□
点

成
虫　
　

□
虫

害
虫　
　

□
虫

発
車　
　

□
車

自
転　
　

□
転

客
観　
　

□
観

間
接　
　

□
接

積
極　
　

□
極

(1)(3)(5)

(2)(4)

(7)

(6)(8)

エ
キ　
　
　

コ
ウ　
　

シ
ュ　
　

シ
ョ
ウ

チ
ョ
ク　
　

テ
イ　
　

ビ　
　
　

ヨ
ウ

□
問
四

次
の
(1)
・
(2)
の
各
組
の
左
側
の
文
の
□
□
に
は
、
右
側
の
文
中
に
あ
る
い

ず
れ
か
の
熟
語
の
対
義
語
が
あ
て
は
ま
り
ま
す
。
例
に
な
ら
っ
て
、
漢
字
二

字
で
答
え
な
さ
い
。

手
紙
の
形
式
は
意
外
と
覚
え
に
く
い
。　
　
　
　
　
　
　

答

内
容

話
し
合
い
の
□
□
を
ま
と
め
る
。

例

安
全
な
方
法
を
自
力
で
考
え
る
。

□
□
な
場
所
で
は
遊
ば
な
い
。

(1)

正
当
な
権
利
を
主
張
す
る
。

国
民
と
し
て
の
□
□
を
果
た
す
。

(2)

ア

イ

ア

日
本
の
歴
史
に
カ
ン
シ
ン
を
も
つ
。

イ

□
□
深
い
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
た
。

(2)

で
き
た
数
▼

  

　
　
　
問

類
義
語
・
対
義
語

学
習
日

　
　
月

　
　
日

言
語
事
項

2

第

回
4

え
な
さ
い
。

□
情□目

□

語
を字

二

害□
虫車

(3)

テ
組
の語

が

式
は
意

し
合
い

安
全

)

Sa
mp
le

mp
elel

(7)

エ
キ

チ
ョ
ク

チaaa問
四四

次
の
次
の
(1))
・・
((S2)
の

ず
れ
か
の
熟
語

ず
れ
か
の
熟
語

字
で
答

字
で
答


